
地震が起きたとき、とるべき行動
地震発生時は、あわてずに、まず身の安全を確保しましょう。

あなたは地震災害を知っていますか？
大阪府では、南海トラフ巨大地震および直下型地震を対象とした地震被害想定を公表しています。

地震災害を防ぐために 地震災害を防ぐために
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避難生活避難生活
１０分～
数時間後
１０分～
数時間後 ●協力して初期消火、救出活動。

●水・食料は備蓄でまかなう。
●災害情報・被害情報の収集。
●避難所では集団生活のルールを守る。
●タオル運動・無事ですシール・両隣声かけ運動で迅速な安否確認。

●壊れた家には入らない。
●引き続き余震に注意。

●「頭を保護する」「大きな家具から離れる」「丈夫な机の下に
　隠れる」など、落ち着いて、自分の身を守る。
●ドアや窓を開けて、逃げ道を確保する。

●家族の安全を確認。
●火の元を確認、初期消火。
●電気のブレーカーを切る。
   ガスの元栓を閉める。

●足をケガしないように靴をはく。
●必需品を手元に用意する。

●隣近所の安全を確認。
●家屋倒壊などのおそれがあれば避難する。

命を守る命を守る

家族を守る家族を守る

地域を守る地域を守る

協力する協力する
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①姿勢を低く ②頭を守り ③動かない

震度と揺れの状況

家の中の安全対策

松原市での被害想定
※2 ※2 ※2

※1

上町断層帯地震
南海トラフ巨大地震

10,200棟
299棟

9,200棟
3,379棟

150人
14人

1,400人
516人

17,700人
1,895人

建物被害
全壊棟数 半壊棟数 死者数 負傷者数 避難所生活者数

※1 大阪府被害想定結果より算定  　※2 建物被害より算定

松原市の人口約12万人（令和2年3月現在）

寝室に背の高い家具を置いていない。
玄関や出入口までの通路に家具など倒れやすいものを置いていない。
窓や戸棚のガラスに飛散防止フイルムを貼っている。
背の高いタンス、冷蔵庫などを転倒防止器具で固定している。
テレビをできるだけ低い位置に置き、粘着マットで固定している。

□
□
□
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チェックシートチェックシート
家の中の安全対策家の中の安全対策

●木造で耐震性の低い建物は、傾くものや、倒れるものがさらに
多くなる。
●木造で耐震性の高い建物でも、まれに傾くことがある。
●鉄筋コンクリート造で耐震性の低い建物では、倒れるものが多く
なる。

●はわないと動くことができない。飛ばされることもある。
●固定していない家具のほとんどが移動し、倒れるものが多くなる。
●木造で耐震性の低い建物は、傾くものや、倒れるものが多くなる。
●大きな地割れが生じることがある。

●立っていることが困難になる。
●固定していない家具の大半が移動し、倒れるものもある。
●ドアが開かなくなることがある。
●壁のタイルや窓ガラスが破損、落下することがある。
●木造で耐震性の低い建物は、瓦が落下したり、建物が傾いたりする
ことがある。倒れるものもある。
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過去の大地震との比較

熊本地震

※南海トラフ巨大地震はいつ起こってもおかしくないので災害の備えを万全に！

発生年 最大震度
6弱～6強

6弱
上町断層帯地震

南海トラフ巨大地震
平成7年

平成28年

30年以内の発生確率 
2～3%
70～80%
0.4～0.8%
0～0.9%
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阪神淡路大震災
熊本地震

約100倍！約100倍！
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